
　第 43 号 令和８年９月１日　鬼北の文化

－１－

発 行 所

鬼北町文化協会
（ 鬼北町教育委員会内 ）

ＴＥＬ45-1111
発 行 人

松 岡 美 保

　
新
年
度
に
向
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て
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チ
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岡
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岡
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去
る
五
月
八
日
、
広
見

体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

二
十
名
の
方
々
が
お
集
ま
り

く
だ
さ
り
、
熱
心
な
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。
会
長
職
も
四
年
目
と
な
り
ま

し
た
が
、ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
副
会
長
・
会
計
（
事
務
局
長
）
も
引
き

続
き
、
役
員
一
同
、
決
意
を
新
た
に
皆
様
の
ご
期
待

に
沿
え
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
教
育
委
員
会
事
務
局
担

当
職
員
が
山
口
明
子
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
加
入
団
体
数
は
三
十
五
、
会
員
数
は

四
百
三
十
三
名
で
す
。
現
在
加
入
中
の
団
体
は
、

積
極
的
に
定
期
的
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
刺
激

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
は
鬼
北
町
文
化
協
会
と
し
て
二

十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
河
添
英
樹
編
集
委
員
長

の
も
と
「
鬼
北
の
文
化
　
特
集
号
」
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去
を
手
本
と
し
、
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
道
し
る
べ
と
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
文
化
活
動
を
考
え
る
時
に
、
若
者
へ
の
伝
統

　
今
年
度
の
視
察
研
修
は
、
各
団
体
の
活
動
の
さ
ら

な
る
充
実
と
令
和
十
年
度
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る

国
民
文
化
祭
に
向
け
て
、
隣
県
の
高
知
県
で
行
わ
れ

る
国
民
文
化
祭
の
視
察
研
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
に
あ
た
っ
て
、
視
察
内
容
の
充
実
を
目
的
に
、

文
化
協
会
加
入
団
体
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見

を
頂
き
た
く
鬼
北
町
文
化
協
会
総
会
に
お
い
て
意
向

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
調
査
の
内
容
と
し
て
は
、
高
知
県
開
催
の
国
民
文

化
祭
が
九
つ
の
分
野
に
分
か
れ
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ど
の
分
野
へ
の
関
心
が
高

い
の
か
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は

グ
ラ
フ
で
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
今
回
、
結
果
を
踏
ま
え
て
、
下
記
に
紹
介
し
て
い

ま
す
「
文
化
祭
・
歴
史
コ
ー
ス
」
と
「
生
活
文
化
・

伝
統
芸
能
・
工
芸
コ
ー
ス
」
と
い
う
二
つ
の
コ
ー
ス

を
計
画
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ

定
員
十
五
名
程

度
と
限
り
が
あ

り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、

各
団
体
代
表
に

ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
興
味
の
あ
る

団
体
は
、
ぜ
ひ

お
早
め
に
事
務

局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

文
化
の
継
承
が
あ
り
ま
す
。
当
協
会
の
加
入
団
体

に
も
文
化
継
承
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
団
体
が
あ
り

ま
す
が
、
鬼
北
町
に
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
伝

統
芸
能
を
次
の
時
代
を
担
う
若
い
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
も
私
た
ち
の
使
命
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
鬼
北
町
に
は
、
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
奈
良
山

等
妙
寺
史
跡
公
園
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
如
意
顕

院
跡
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
夏
休
み
特
別
企

画
と
し
て
「
夏
の
朝
修
行
」
や
「
夕
涼
み
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
加
入
団
体
の
参
加
も
あ
り
、
大

変
い
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
度
の
当
協
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

高
知
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
の
視

察
研
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、
二
年
後
の
愛
媛
県
開

催
の
国
民
文
化
祭
に
向
け
て
得
ら
れ
る
も
の
も
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
私
の
所
属
団
体
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
度
は
、
結
成
五
十
周
年
の
定
期
演
奏
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
高
知
県
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

と
合
同
で
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
、
充
実

し
た
会
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
演

奏
の
幅
を
広
げ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

令和8年度視察研修へのご案内
文化祭・歴史コース
日　　時：令和8年10月24日（土）　8：30　鬼北町役場出発予定
視察内容：佐川町文化祭（佐川町）・「土佐ゆかりの刀剣展」（坂本龍馬記念館)・梼原町芸術祭（梼原町）

生活文化・伝統芸能・工芸コース
日　　時：令和8年11月15日（日）　8：30　鬼北町役場出発予定
視察内容：（公財）日本いけばな芸術協会いけばな芸術展（香美市）・雲の上の神楽大会（梼原町）

いずれも定員15名程度となります。　　　
※経費については一部ご負担いただきます。

意向調査集計結果人数
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日
吉
盆
栽
会
の
歩
み

作
品
の
個
性
を
生
か
す
工
夫

日
吉
盆
栽
会

日
吉
盆
栽
会大

　
森
　
時
　
政

大
　
森
　
時
　
政

も
の
づ
く
り
工
房

も
の
づ
く
り
工
房 k
o
d
am
a

 k
o
d
am
a

児
　
玉
　
正
　
則

児
　
玉
　
正
　
則

　
後
に
、
日
吉
村
の

村
花
と
な
る
「
さ
つ

き
」
を
中
心
に
盆
栽

の
養
育
技
術
の
向
上

と
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
地
域
の
賑
わ
い
づ

く
り
を
目
指
し
、
日

吉
盆
栽
会
が
発
足
し

た
の
は
昭
和
四
十
八
年
の
こ
と
で
し
た
。
当

時
、
四
十
名
程
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
会
の
約

半
世
紀
に
及
ぶ
活
動
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
会
最
大
の
催
し
は
、
さ
つ
き
祭
り
で
す
。

会
の
発
足
と
同
時
に
第
一
回
を
開
催
し
、
日

吉
中
央
公
民
館
、
下
鍵
山
商
店
街
、
日
吉
夢

産
地
と
会
場
を
移
転
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
に
な
る
ま
で
五
十
回
を
積
み
重
ね
、
多

く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
か
ら
は
、
明
星
ヶ
丘
を
は

じ
め
、
五
施
設
の
植
木
管
理
を
受
託
し
、
活

動
資
金
の
調
達
と
施
設
の
美
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
後
で
精
算
す
る
と
、
い
つ

も
赤
字
で
会
員
苦
笑
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
は

奉
仕
と
感
謝
の
精
神
で
総
出
で
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。

　
活
動
と
し
て
は
、
約
二
年
の
間
隔
で
牛
鬼

頭
展
を
開
催
し
多
く
の
方
に
鑑
賞
さ
れ
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
自
宅
の
工
房
で
頭
に
浮

か
ん
だ
ア
イ
デ
ア
等
、
作
品
を
仕
上
げ
る
上

で
基
本
部
分
は
守
り
つ
つ
、
自
分
な
り
に
拘

り
を
持
っ
て
牛
鬼
頭
を
日
々
制
作
し
て
い
る
。

　
以
下
、「
牛
鬼
の
由
来
と
役
目
」
に
つ
い
て

展
示
会
で
の
配
布
資
料
よ
り
抜
粋
し
ま
す
。

　
牛
鬼
は
、
宇
和
島
を
中
心
と
し
た
南
予
地

方
独
特
の
祭
り
の
出
し
物
で
あ
り
民
芸
品

で
、
こ
れ
が
な
く
て
は
祭
り
に
な
ら
な
い
位

の
重
要
な
役や
く
ど
こ
ろ所
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
で

は
、
段
ボ
ー
ル
で
製
作
す
る
牛
鬼
作
り
が
人

気
を
得
て
色
々
な
公
共
の
場
や
個
人
の
家
な

ど
で
、
厄
除
け
・
魔
除
け
・
健
康
祈
願
と
し

て
玄
関
先
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
る
の
を
よ
く

見
か
け
る
。

　
ち
な
み
に
牛
鬼
の
顔
の
色
に
よ
り
、
赤
は

商
売
繁
盛
・
黒
は
魔
除
け
・
緑
は
健
康
祈
願

を
意
味
す
る
。
ま
た
、
お
祭
り
で
は
神
輿
の

露
払
い
と
し
て
、
先
導
役
を
務
め
る
の
が
本

　
平
成
三
年
か
ら
は
、
勝
山
荘
な
ど
六
施
設

に
角
松
を
設
置
し
、
施
設
と
訪
れ
る
人
の
正

月
を
お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
鬼
北
町
教
育
委
員
会
の
指
導
で

「
明
星
ヶ
丘
い
き
い
き
会
」
が
発
足
し
、
同

会
が
主
催
す
る
四
万
十
街
道
ひ
な
ま
つ
り
に

呼
応
し
て
、
平
成
二
十
四
年
か
ら
明
星
草
庵

で
座
敷
雛
を
展
示
し
ま
し
た
。
日
吉
地
区
内

の
名
勝
や
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
座
敷
雛
は

四
万
十
街
道
唯
一
の
展
示
で
、
毎
回
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
町
当
局
、
教
育
委
員

会
、
青
年
団
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
日
吉
小

中
学
校
、
有
志
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
支
援

を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
盆
栽
は
、
い
さ
さ
か
手
間
の
か
か
る
趣
味

で
あ
り
、
会
の
存
続
が
困
難
に
な
り
ま
し

た
が
、
様
々
な
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
さ

さ
や
か
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

来
の
姿
で
あ
る
が
、
近
年
は
別
々
に
市
内
を

練
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
時
代
と
と
も
に
代

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
起
源
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
の
加
藤
清

正
が
朝
鮮
と
の
戦
い
で
敵
を
威
圧
す
る
為
に

用
い
た
の
が
最
初
と
す
る
説
も
あ
る
。
頭
は

鬼
・
胴
体
は
牛
と
い
う
造
り
が
基
本
で
あ
り
、

宇
和
島
地
方
の
牛
鬼
は
周
辺
地
域
と
比
べ
、

よ
り
洗
練
さ
れ
た
格
好
の
良
い
形
に
な
っ
て

い
る
。
頭
の
形
や
由
来
な
ど
は
各
地
域
で
異

な
る
が
深
く
根
付
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
既
成
概
念
に
拘
ら
ず
、
牛
鬼

頭
を
身
近
な
物
と
捉
え
て
い
ろ
ん
な
見
せ

方
・
表
情
等
が
あ
っ
て
も
い
い
と
考
え
、
流

木
等
を
利
用
し
て
他
に
は
無
い
個
性
的
な
作

品
を
制
作
し
活
動
し
て
い
る
。

～お知らせ～

鬼北町文化協会の情報を鬼北町のホームページに掲載しています。

過去に発行した本誌のデータを確認できます。

鬼北町文化協会

加入すれば
　・地域のために活動できます
　・他のグループと交流できます
　・研修や発表の機会があります
　　　　　　　　　　　　　　など

お問合せ　鬼北町文化協会事務局（鬼北町教育委員会内）
　　　　　☎45-1111（内線4113）

文化協会に加入しませんか？
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※各行事の詳細は、４ページをご確認ください。

会期中の来場者は、４日間で700人を超えます。
皆さんも出品してみませんか？

厳しい審査を経て入選・入賞した作品を是非ご覧ください。
鬼北町や南予に縁のある方の作品を70点ほど揃えています。

申込締切：９月11日（金）

詳細は文化協会事務局まで

　　（45-1115【内線4113】）

子どもからシニアまで
500点以上の作品が一堂に！

スマホを置いて
　『美』に溺れる贅沢を！

文化協会加入団体やゲスト団体が出演されます。
地域の仲間が魅せる
　　渾身のステージ発表をぜひご覧ください！

世代を超えて楽しもう。
　一日限りのハッピー・エンタテインメント♪

鬼北町文化協会３大イベント

第22回　きほく作品展第22回　きほく作品展

第22回　きほく芸能まつり第22回　きほく芸能まつり

第75回　秋季県展移動展（鬼北会場）第75回　秋季県展移動展（鬼北会場）

鬼北町文化協会加入グループ　（７月１日現在）
部　門 細部門 団体数 人　数 部　門 細部門 団体数 人　数

展示部門

生 花 5 17

芸能部門

洋 楽 1 13
書 道 3 58 詩 吟・ 謡 曲 1 19
絵 画 1 5 和 楽 器 1 24
工 芸 1 1 カ ラ オ ケ 1 1
陶 芸 1 4 民 舞 1 6
園 芸 2 16 日 舞 1 3

文芸・生活
文化部門

川 柳 2 39 ダ ン ス 1 5
俳 句 2 15 文化財・

郷土芸能部門

文 化 財 研 究 1 9
古 典 文 学 1 7 郷土芸能等保存会 7 177
囲碁・かるた 2 14 合　　計 35 433
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鬼北の文化編集委員

河　添　英　樹

松　岡　美　保

井　上　静　雄

佐々木　友　子

児　玉　正　則

令和８年度  鬼北町文化協会役員
役　職　名 氏　　名

会 長 松　岡　美　保

副 会 長
井　上　静　雄

佐々木　友　子

事務局長兼会計 児　玉　正　則

監 事
川　添　勝　代

中　川　博　之

令和８年度  鬼北町文化協会理事
団　体　名 氏　　名

小 原 流（ 二 宮 ） 二　宮　静　子

肱南書道院 出目書芸部 小　田　和　利

鬼 北 山 野 草 会 武　田　國　次

鬼 北 か る た 会 河　添　英　樹

大 宿 念 仏 保 存 会 松　岡　長　造

※ 理事には四役も含みます。

文化行事のご案内文化行事のご案内
● 既に終了した行事
月 日 時　間 行　　事　　名 開 催 場 所 主　　　催

4 18（土）
19（日）

９～16時 
９～15時 春の山野草展 広見体育センター 鬼北山野草会

5

３（日） ９～11時30分 春の史跡見学会 史跡公園・歴史交流館 教育委員会

10（日） ９～16時 等妙寺 鬼のトレッキング 史跡公園・歴史交流館 教育委員会

30（土） 
31（日）

９～16時 
９～15時 山野草・山あじさい展 広見体育センター 鬼北山野草会

31（日） 13～15時30分 せせらぎダンスパーティ 鬼北総合公園 鬼北スポーツダンスサークル

6 27（土） 
28（日）

９～16時 
９～15時 初夏の山野草展 広見体育センター 鬼北山野草会

7
18（土） 18～20時 等妙寺 夕涼み会 史跡公園・歴史交流館 教育委員会

26（日） ７～８時30分 夏の朝修行 史跡公園・歴史交流館 教育委員会

8
14（金） 18時30分～ 武左衛門ふる里まつり 日吉夢産地 武左衛門ふる里まつり実行委員会

30（日） ７～８時30分 夏の朝修行 史跡公園・歴史交流館 教育委員会

● これから実施予定の行事
月 日 時　間 行　　事　　名 開 催 場 所 主　　　催

9 19（土） 17時30分～20時 ～秋の夜に神々が集う～鬼の里の夜神楽 明星ヶ丘 富母里神楽保存会

10

８（木）～10（土）
11（日）

９～17時 
９～15時 第22回きほく作品展 広見体育センター 鬼北町文化協会

10（土） 
11（日） でちこんか2026 奈良川河川敷 でちこんか実行委員会

17（土） 13時～ 第22回きほく芸能まつり 広見体育センター 鬼北町文化協会

24（土） 
25（日）

９～16時 
９～15時 秋の山野草展 広見体育センター 鬼北山野草会

24（土） 
25（日）

９～17時 
９～15時 きほく生花展 近永公民館 きほく生花展実行委員会

11

１（日） 11～14時 第２回等妙寺 de ぞえな祭 史跡公園・歴史交流館 教育委員会

３（火） 愛治秋まつり
日吉文化祭

愛治地区
日吉地区

７（土） 富母里神楽奉納 黄幡神社

８（日） 近永秋まつり
日吉秋まつり

近永地区
日吉地区

22（日） 農民祭・総合文化祭
遺跡まつり

三島小学校
泉小学校

19（木）～23（月） 
24（火）

９～16時 
９～12時 第75回秋季県展移動展鬼北移動展 広見体育センター 鬼北町文化協会

12
６（日) ９～12時 冬の史跡見学会 史跡公園・歴史交流館 教育委員会

12（土） 
13（日）

９～16時 
９～15時 新年を飾る山野草展 総合福祉センターひまわり 鬼北山野草会

1
10（日） 子泣かし天狗まつり 広見体育センター 太鼓集団魁

17（日） 三島どんと焼き 三島グラウンド

2 下旬 節安花とび踊り奉納 節安薬師堂境内

3 14（日） 14時～ 第27回日吉・コールナチュレル定期演奏会 日吉住民センター 日吉・コールナチュレル

※社会情勢の状況により、日程の変更や中止になる場合があります。


